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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 42,265 16.6 1,407 98.4 1,115 21.2 420 △19.8

22年3月期第2四半期 36,251 △28.1 709 △80.3 920 △76.8 523 △80.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 3.24 ―

22年3月期第2四半期 4.04 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 103,401 46,590 42.8 341.42
22年3月期 102,470 47,521 44.1 348.63

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  44,288百万円 22年3月期  45,225百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 3.50 ― 3.50 7.00

23年3月期 ― 3.50

23年3月期 
（予想）

― 3.50 7.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 87,500 8.8 3,400 16.1 3,300 4.4 1,900 28.0 14.65



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項については、四半期決算短信（添付資料）２ページ「連結
業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 135,516,455株 22年3月期  135,516,455株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  5,798,770株 22年3月期  5,792,612株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 129,720,490株 22年3月期2Q 129,740,091株
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当第２四半期累計期間の経営環境は、円高の進行や景気回復ペースの鈍化が後半にかけて懸念されてま

いりましたが、中国をはじめアジア新興国の経済成長に支えられ、総じて緩やかな回復基調が続きまし

た。 

当社グループはこのような状況の下で、生産効率の向上による需要増加への迅速な対応、スマートグリ

ッド関連機器の開発や太陽光発電所向けパワーコンディショナの受注拡大に取り組みましたほか、前年度

に設立いたしました「ダイヘン精密機械（常熟）有限会社」が中国における大型液晶基板搬送用ロボット

の生産・サービスを開始するなど、各事業の業績の確保・向上にグループをあげて取り組んでまいりまし

た。 

その結果、受注高は492億７百万円と前年同期に比べ37.1％の増加、売上高は422億６千５百万円と前年

同期に比べ16.6％の増加となりました。利益面につきましても、売上高の増加に伴い、営業利益は14億７

百万円と前年同期に比べ６億９千８百万円の増加、経常利益は11億１千５百万円と前年同期に比べ１億９

千４百万円の増加となりましたが、四半期純利益は４億２千万円と、特別損失計上の影響などで前年同期

に比べ１億３百万円の減少となりました。 

セグメント別の状況につきましては、以下のとおりであります。 

電力機器事業では、国内電力会社における高経年化設備の更新需要により、主力の柱上変圧器などが堅

調に推移し、受注高は262億８千２百万円、売上高は217億５千６百万円、営業利益は18億１千３百万円と

なりました。 

溶接メカトロ事業では、中国向けの溶接用ロボットをはじめ、アジア新興国における溶接機や溶接用ロ

ボットの販売が増加いたしました結果、受注高は149億３千９百万円、売上高は135億６千７百万円、営業

利益は２億５千７百万円となりました。 

半導体機器事業では、台湾や韓国におけるデバイスメーカの設備投資増加に伴い、主に半導体製造装置

向け高周波電源システムの販売が好調に推移し、受注高は78億３千万円、売上高は67億９千４百万円、営

業利益は２億９千６百万円となりました。 

また、その他の売上高は１億５千４百万円、営業利益は４千万円となりました。 

  

  

当第２四半期末の資産合計は、1,034億１百万円と前年度末に比べ９億３千万円増加いたしました。こ

れは、受注増加により商品及び製品や仕掛品などのたな卸資産が増加しましたことが、主な要因でありま

す。 

負債合計は、仕入増加に伴う支払手形及び買掛金の増加などにより、568億１千万円と前年度末に比べ

18億６千１百万円増加いたしました。 

純資産合計は、主に保有有価証券の時価下落や円高の影響により、評価・換算差額等が減少しました結

果、前年度末に比べ９億３千万円減少し、465億９千万円となりました。なお、自己資本比率は前年度末

の44.1％から1.3ポイント下落の42.8％となり、１株当たり純資産は前年度末に比べ2.1％減の341円42銭

になりました。 

  

  

通期の業績予想につきましては、円高や景気回復の減速懸念など、先行きの不透明感が増しております

ので、前回公表値（平成22年５月12日公表値）を据え置いております。今後、業績予想の修正が必要とな

った場合には、速やかに公表させていただきます。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 
  

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 
  

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 
  

当該取引に係る損益率を合理的に見積って計算しております。 
  

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

  

①  「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号  平成20年３月

10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号

平成20年３月10日）を適用しております。 

この変更に伴う損益に与える影響はありません。 
  

②  「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の経常利益は32百万円減少し、税金等調整前四半期純利益

は136百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は104百

万円であります。 
  

③  「企業結合に関する会計基準」等の適用 

企業結合等が当第２四半期連結会計期間に行われたことに伴い、「企業結合に関する会計基準」

(企業会計基準第21号  平成20年12月26日)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22

号  平成20年12月26日)、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計

基準適用指針第10号  平成20年12月26日)を適用しております。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

①  一般債権の貸倒見積高の算定方法

②  たな卸資産の評価方法

③  固定資産の減価償却費の算定方法

④  未実現損益の消去

⑤  税金費用の計算

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,949 9,401

受取手形及び売掛金 17,646 19,731

商品及び製品 9,320 8,133

仕掛品 6,567 5,297

原材料及び貯蔵品 7,641 6,885

繰延税金資産 1,569 1,457

その他 2,112 1,721

貸倒引当金 △74 △107

流動資産合計 54,733 52,521

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,713 13,883

機械装置及び運搬具（純額） 4,810 5,259

工具、器具及び備品（純額） 992 1,008

土地 6,354 6,362

リース資産（純額） 329 381

建設仮勘定 295 569

有形固定資産合計 26,495 27,464

無形固定資産

のれん 129 38

ソフトウエア 3,853 3,739

リース資産 19 22

その他 244 251

無形固定資産合計 4,247 4,052

投資その他の資産

投資有価証券 10,045 11,114

出資金 629 629

長期貸付金 25 28

長期前払費用 144 183

前払年金費用 6,349 5,766

繰延税金資産 288 263

その他 617 623

貸倒引当金 △174 △177

投資その他の資産合計 17,924 18,431

固定資産合計 48,667 49,948

資産合計 103,401 102,470
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 18,405 14,717

短期借入金 11,174 11,340

1年内返済予定の長期借入金 751 805

1年内償還予定の社債 3,231 3,231

リース債務 116 129

未払法人税等 654 761

賞与引当金 1,716 1,768

役員賞与引当金 19 86

固定資産撤去損失引当金 － 115

その他 2,015 2,486

流動負債合計 38,084 35,443

固定負債

社債 1,072 1,188

長期借入金 13,859 14,207

リース債務 251 295

繰延税金負債 935 1,289

退職給付引当金 1,337 1,385

役員退職慰労引当金 101 95

資産除去債務 104 －

その他 1,063 1,044

固定負債合計 18,726 19,506

負債合計 56,810 54,949

純資産の部

株主資本

資本金 10,596 10,596

資本剰余金 10,030 10,030

利益剰余金 25,344 25,379

自己株式 △1,455 △1,452

株主資本合計 44,516 44,554

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 880 1,460

繰延ヘッジ損益 0 0

為替換算調整勘定 △1,108 △789

評価・換算差額等合計 △228 671

少数株主持分 2,301 2,295

純資産合計 46,590 47,521

負債純資産合計 103,401 102,470
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 36,251 42,265

売上原価 24,253 28,775

売上総利益 11,997 13,490

販売費及び一般管理費 11,288 12,083

営業利益 709 1,407

営業外収益

受取利息及び配当金 140 128

持分法による投資利益 224 2

その他 242 255

営業外収益合計 606 386

営業外費用

支払利息 244 222

売上割引 44 44

為替差損 14 211

その他 91 199

営業外費用合計 394 678

経常利益 920 1,115

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 44

固定資産売却益 3 －

特別利益合計 3 44

特別損失

投資有価証券評価損 － 106

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 104

特別損失合計 － 210

税金等調整前四半期純利益 924 949

法人税等 337 478

少数株主損益調整前四半期純利益 － 470

少数株主利益 63 50

四半期純利益 523 420
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 924 949

減価償却費 1,916 2,120

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 △36

賞与引当金の増減額（△は減少） △139 △52

固定資産撤去損失引当金の増減額（△は減少） － △115

退職給付引当金の増減額（△は減少） △11 △48

前払年金費用の増減額（△は増加） △548 △582

受取利息及び受取配当金 △140 △128

支払利息 244 222

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 104

有形固定資産売却損益（△は益） △3 △0

投資有価証券評価損益（△は益） － 106

売上債権の増減額（△は増加） 5,601 1,939

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,120 △3,417

仕入債務の増減額（△は減少） △7,803 3,778

その他 △175 △845

小計 979 3,995

利息及び配当金の受取額 150 127

利息の支払額 △240 △214

法人税等の支払額 △301 △744

営業活動によるキャッシュ・フロー 588 3,164

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △62 △3

定期預金の払戻による収入 157 6

有形固定資産の取得による支出 △1,433 △788

有形固定資産の売却による収入 59 69

無形固定資産の取得による支出 △544 △585

投資有価証券の取得による支出 △163 △4

投資有価証券の売却による収入 226 －

その他 △5 △12

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,765 △1,317

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △679 △166

長期借入れによる収入 300 －

長期借入金の返済による支出 △692 △400

社債の償還による支出 △115 △115

自己株式の取得による支出 △6 △2

配当金の支払額 △455 △455

その他 △66 △93

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,716 △1,234

現金及び現金同等物に係る換算差額 203 △61

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,690 551

現金及び現金同等物の期首残高 8,366 9,273

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,676 9,824
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該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

  

 
(注) １ 事業区分の方法は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品  

  (1) 電力機器事業…………各種変圧器、受配電設備、開閉器、監視制御システム等  

  (2) 溶接メカトロ事業……電気溶接機、プラズマ切断機、産業用空気清浄機、産業用ロボット等  

  (3) 半導体機器事業………高周波電源、クリーン搬送ロボット等  

３  請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関

する会計基準」（企業会計基準委員会  平成19年12月27日  企業会計基準第15号）及び「工事契約に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会  平成19年12月27日  企業会計基準適用指針第18号）を第１四

半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期

間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積

りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間における売上高は「電力機器事

業」が173百万円増加し、営業利益は「電力機器事業」が29百万円増加しております。 

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報等

【事業の種類別セグメント情報】

電力機器 
事業 

(百万円)

溶接メカトロ
事業 

(百万円)

半導体機器
事業 

(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

22,320 11,007 2,923 36,251 ― 36,251

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

0 5 ─ 6 (6) ―

計 22,321 11,012 2,923 36,257 (6) 36,251

営業利益又は営業損失(△) 2,505 △376 △611 1,518 (809) 709
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前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域  

  (1) アジア………………タイ、中国、台湾、韓国  

  (2) その他の地域………アメリカ、ドイツ  

３  請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関

する会計基準」（企業会計基準委員会  平成19年12月27日  企業会計基準第15号）及び「工事契約に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会  平成19年12月27日  企業会計基準適用指針第18号）を第１四

半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期

間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積

りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間における売上高は「日本」が173

百万円増加し、営業利益は「日本」が29百万円増加しております。 

  

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域  

  (1) 北米……アメリカ、カナダ 

  (2) アジア……タイ、中国、台湾、韓国 

  (3) その他の地域……ヨーロッパ、南米  

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

  

【所在地別セグメント情報】

日本 
(百万円)

アジア
(百万円)

その他の地域
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

30,167 4,398 1,685 36,251 ― 36,251

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

2,082 1,970 79 4,132 (4,132) ―

計 32,249 6,368 1,764 40,383 (4,132) 36,251

営業利益又は営業損失(△) 806 725 △201 1,330 (621) 709

【海外売上高】

北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 1,021 5,070 833 6,925

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 36,251

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

2.8 14.0 2.3 19.1
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(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社は、カンパニー制を採用し、各カンパニーは取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括

的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

従って、当社はカンパニーを基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「電力機器

事業」、「溶接メカトロ事業」及び「半導体機器事業」の３つを報告セグメントとしております。 

「電力機器事業」は、各種変圧器、受配電設備、開閉器、監視制御システム、分散電源機器等の製造販

売をしております。「溶接メカトロ事業」は、電気溶接機、プラズマ切断機、産業用空気清浄機、産業用

ロボット等の製造販売をしております。「半導体機器事業」は、高周波電源、クリーン搬送ロボット等の

製造販売をしております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
(注)  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、スポーツ施設運営事業及び不動産賃

貸事業等を含んでおります。 

  

【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 
(注)

合計
電力機器 
事業

溶接メカトロ
事業

半導体機器
事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 21,754 13,562 6,794 42,111 154 42,265

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

1 5 ─ 7 ─ 7

計 21,756 13,567 6,794 42,118 154 42,273

セグメント利益 1,813 257 296 2,366 40 2,407
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３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項) 

 
(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 2,366

「その他」の区分の利益 40

セグメント間取引消去 0

全社費用 (注) △1,000

四半期連結損益計算書の営業利益 1,407

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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